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H8S/2238 シリーズハードウェアマニュアル

電気的特性のご案内と仕様変更

HD6432238R
HD6432238RW
HD6432236R
HD6432236RW 全ロット

H8S/2238 シリーズ
H8S/2238F-ZTAT
ハードウェアマニュアル
(ADJ-602-204A) 永年

　日立日立日立日立シシシシンンンンググググルルルルチチチチッッッッププププママママイイイイククククロロロロココココンンンンピュピュピュピューーーータタタタ H8S/223H8S/223H8S/223H8S/2238888 シシシシリリリリーーーーズズズズハハハハーーーードドドドウウウウェェェェアアアアママママニニニニュュュュ
アルにアルにアルにアルにおおおおきましきましきましきましてててて、電気、電気、電気、電気的的的的特性の特性の特性の特性のごごごご案内案内案内案内(TB(TB(TB(TBDDDD 値値値値の決定の決定の決定の決定))))と仕様と仕様と仕様と仕様変変変変更があ更があ更があ更がありりりりますのますのますのますのでででで、、、、
ご連絡させていただきます。ご連絡させていただきます。ご連絡させていただきます。ご連絡させていただきます。

23.3.2　DC 特性
　　P755　表 23.15 DC 特性(1)の出力 High レベル電圧を下記に決定致します。

項目 記号 min typ max 単位 測定条件

Vcc-0.5 － － IOH = -200μAP34～P35 を除く
全出力端子*4 Vcc-1.0 － － IOH = -1mA*2

出力 High
レベル電圧

P34～P35*3

VOH

Vcc-2.0 － －

V

IOH = -100μA(参考値)
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項目 記号 min typ max 単位 測定条件

－ 20
Vcc=3.0V

37
Vcc=3.6V

mA f=13.5MHz通常動作時

－ 10
Vcc=3.0V

18
Vcc=3.6V

mA f=6.25MHz

－ 15
Vcc=3.0V

29
Vcc=3.6V

mA f=13.5MHzスリープ時

－ 7.5
Vcc=3.0V

14
Vcc=3.6V

mA f=6.25MHz

全モジュール
ストップ時

－ 15 － mA f=13.5MHz
Vcc=3.0V(参考値)

中速モード
(φ/32)時

－ 13 － mA f=13.5MHz
Vcc=3.0V(参考値)

サブアクティブ
モード時

－ 45 180 μA 32.768kHz 水晶発振子
使用時 Vcc=3.0V

サブスリープ
モード時

－ 30 100 μA 32.768kHz 水晶発振子
使用時 Vcc=3.0V

ウォッチモード時 － 8 40 μA 32.768kHz 水晶発振子
使用時 Vcc=3.0V

－ 0.5
Vcc=3.0V

10
Vcc=3.6V

μA Ta ≦ 50℃
32.768kHz 未使用時

消費電流*2

スタンバイ時*3

Icc*4

－ － 50
Vcc=3.6V

μA 50℃ < Ta
32.768kHz 未使用時

A/D、D/A 変換中 － 0.5 1.5 mAアナログ
電源電流 A/D、D/A 変換

待機中

AIcc
－ 0.01 5.0 μA

A/D、D/A 変換中 － 1.3 2.5 mAリファレ
ンス電源
電流

A/D、D/A 変換
待機中

AIcc
－ 0.01 5.0 μA

RAM スタンバイ電圧 VRAM 2.0 － － V

　P758　表 23.15 DC 特性(3)の消費電流値を下記に決定致します。

【注】…
*4　Iccmax = 1.0 (mA) + 0.74 (mA/(MHz・V))×Vcc×f (通常動作時)
Iccmax = 1.0 (mA) + 0.58 (mA/(MHz・V))×Vcc×f (スリープ時)

P758　表 23.15 DC 特性(3)の注２、注 3の消費電流測定条件を変更します。

誤 *1　A/D 変換器、D/A 変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref、AVSS 端子を開放しな
いでください。A/D 変換器、D/A 変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref 端子は
Vcc に接続するなどの方法で、2.0 ～ 5.5V の電圧を印加してください。このとき、
Vref≦ Avcc としてください。

*2　消費電流値は VIHmin = Vcc － 0.5V、VILmax = 0.5V の条件下で、全ての出力端子
を無負荷状態にして、さらに内蔵プルアップ MOS をオフ状態にした場合の値です。

*3　VRAM ≦ Vcc ＜ 2.2V のとき、VIHmin = Vcc × 0.9、VILmax = 0.3V とした場合の
値です。
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正 *1　A/D 変換器、D/A 変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref、AVSS 端子を開放しな
いでください。A/D 変換器、D/A 変換器を使用しない場合でも、AVCC、Vref 端子は
Vcc に接続するなどの方法で、2.0 ～ 3.6V の電圧を印加してください。このとき、
Vref≦ Avcc としてください。

*2　消費電流値は VIHmin = Vcc － 0.2V、VILmax = 0.2V の条件下で、全ての出力端子
を無負荷状態にして、さらに内蔵プルアップ MOS をオフ状態にした場合の値です。

*3　VRAM ≦ Vcc ＜ 2.2V のとき、VIHmin = Vcc － 0.2V、VILmax = 0.2V とした場合の
値です。


